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エンサイクロペディア - Michael Kühnen 
  

24 - インカム 
  

   フェルキッシュ社会主義およびそれに基づくコーポラティブの経済秩序

の基本思想は、労働倫理に従った全民族同志の権利と義務の平等と、プロ

イセン主義の指導原則「各自に」に従った正義であり、ドイツでフェル

キッシュ社会主義がしばしば「プロイセン社会主義」と呼ばれるのはこの

ためである。  

   フォルクスゲノッセンの   個人所得の性質と範囲に対する国家社会主義

の態度は、この2つの原則から導き出される。 

   人々は平等ではなく、気質、興味、実行意欲が異なる。性別、性格、タ

イプも異なる（差別化も参照）。したがって、所得は全員同じというわけ

にはいかないし、そうであってはならないが、国家共同体のための個人の

具体的な業績に公正に報いるものでなければならない。 

   国民共同体を引き裂き、それを不可能にするような、階級闘争の危険を

伴う鋭い階級的境界が存在したり、新たに発生したりすることのないよう

に、上と下とで、それを超えることも下回ることもできない所得限度を定

めなければならない。 

   フォルクスジェノッセンの収入の多寡は、頭脳労働者であるか肉体労働

者であるか、学校教育の良し悪し、あるいは家柄の良し悪しには関係な

く、もっぱら、彼が自分の居場所で、自分の能力に応じてフォルクスジェ

マインシャフトにどれだけ貢献するか、その仕事の責任と重要性がそれに
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どれだけ大きいか、による。基本的には。  

   自分の能力と実績の限界に対応した、国家社会にとって重要な仕事は、

公平に報われ、等しく尊重される。 

   個人所得は、専ら自己の労働によってもたらされなければならない。労

働や努力を伴わないあらゆる収入（利子収入、家賃、リース料、個人的な

記念品を超えた相続など）は、国家社会主義ドイツ労働者党の党綱領の第

11項でも要求されているように、排除されるのである。国家社会主義で

は、個人だけが働き、それに対して公正な報酬を受ける。彼の所得は、彼

の個人的な業績に対応する。彼の個人所得は、彼の労働の成果である。こ

れは、貨幣もまた「働く」ことができ、したがって、その所有者に労働の

ない楽な収入をもたらすという倒錯した考えに基づいている資本主義をつ

いに克服するものである（利子への束縛も参照）。 

   しかし、国家社会主義者のフォルクスゲマインシャフトは、労働の倫理

に基づくものであり、お金の力に服従するものではありません。 
  

25 - ELITE 
  

   国家社会主義は、生物学的ヒューマニズムの世界観として、生命の現実

を自然法則によって決定されると仮定する。 

   遺伝と分化のほかに、生存競争における淘汰は、あらゆる形態の生命に

とって最も重要な自然の法則である。  

   淘汰は、生命に適さないものをすべて淘汰し、進化を進め、その結果、

種の保存と種の発展を可能にするのである。 

   ただし、自由意志によって、人間は一時的に自然の法則に反して生きる

ことができ、その結果、退廃し、種の存続を危うくしている   。 

   したがって、アーリア人の人種と民族の種の保存と発展のための闘争に

おいて、国家社会主義世界運動とその党は、人民の意志の担い手として、

すべての人民と人種の同志に、種と自然に従って生き、行動する意志を満

たすよう努力する。これには、人種衛生の措置と同時に、一方では共同体

（社会主義を参照）への意志を、他方では人民同志のすべての共同体内に

おけるエリート形成への意志を含んでいる。このエリート形成は、国家社

会主義革命から生まれた総合的な国家によって果たされるものであり、最

終的に新秩序につながるものである。  
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   この意味で、国家社会党は、すべてのフォルクスジェノッセン、特に青

年を、共同体の理念と、国民生活と個人生活のあらゆるレベルにおけるエ

リートの形成のために教育するのである。ドイツでは、このことは、国家

社会主義ドイツ労働者党の党綱領の第20項目に反映されている。 

   エリート教育は、階級、富、出自、職業に関係なく、才能と実績のみに

基づいて、しかも若い時から行われる。この目的のために、革命後、党と

国家によってエリート学校が設立され、そこでヴェルキッシュ・エリート

が総統府の原則にしたがって教育されるのである。  

しかし、このエリート形成は、闘争の時期にすでに始まっている。党自身

が、支配的なマイナス世界の退廃に抵抗して、また政敵による迫害に抵抗

して、革命と新秩序のために闘う中で、幹部形成を通じて、闘うエリート

を形成する（「幹部」の項も参照）。 
  

26 - エリート・トレーニング 
  

   生物学的人文主義は、国家社会主義の科学的知識理論として、生命の法

則の知識を得ようとするものである。そして、政治勢力としての国家社会

主義党は、この法則に基づいて、国民の生活の現実と国家国家の性質と形

態を形成する。  

   遺伝と分化のほかに、生命の最も重要な法則の一つは、生存のための闘

争であり、自然界では、最も優れていて生きる能力のある者の選択と、

劣っていて生きるのに適さない者の排除につながる。文化的発展の条件下

で、絶え間ない退廃の危険のもとで、種の保存と種の発展を可能にするこ

の生命の法則は、人間においては、人工的なマイナス選択によって危険に

さらされている（「Untermensch」も参照のこと）。アーリア人種（アー

リア人参照）においては、この誤った発展がはるかに進んでいる。 

   したがって、国家社会主義の世界運動は、アーリア人種の組織された生

きる意志として、種と自然に則した文化に復帰するために、国家、人種、

個人の生活のすべてのレベルにおいて、鋭い選択とエリート形成が要求さ

れる。  

   これらの目標は、国家社会主義政党の党綱領に再び見出すことができ

る。各政党は、国民の中にエリートを育てたいと考えているのである。  

   闘争の時期には、これは主として、戦闘的なエリートを生み出す革命闘
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争そのものの要求を通じて起こる。革命後、国家エリートは、あらゆるレ

ベルで、国家社会主義人民国家の総動員の枠内で、形成される。エリート

の形成は、当然、成長する男子青年に重点を置いて行われ、その結果、新

秩序への行進を保証するものとなる。 

   国家社会主義ドイツ労働者党の党綱領では、教育方針が第20項目に記さ

れている。それによると、才能のある少年は、その親の地位、出自、財産

にかかわらず、すべて国家によって奨励され、真にヴェルキッシュな-階

級にとらわれない-エリートが育つようにすることである。ある分野に才

能と適性を持つ者は誰でもその分野で奨励されるべきである。そうすれ

ば、人民同志のすべての能力が国家共同体のために使われ、成長する青年

そのものが、かつて総統が『我が闘争』で要求したように、民族と人格の

最高の価値を体現する人間に成熟するように形成されるのである。 

   第三帝国に存在したNPEA（「ナポラ」と呼ばれる）やアドルフ・ヒト

ラー学校があり、オーダーキャッスルや党のハイスクールが冠することに

なっていたように、国家社会主義人民国家のエリート学校もこの目的に

適っている。 

   新戦線の思想的共同体は、党綱領の要求と第三帝国の具体的な計画を取

り上げる。革命の後、それは確立のために努力する。 

  

ヴェルキッシュ国家のプロフェッショナルなエリートを養成するために、

10歳からの男子エリート校として「Nationalpolitische Erziehungsanstalten」

（NPEA）が設立されたのである。 
  

「アドルフ・ヒトラー学校」は、国家社会主義に特別な関心と熱意を持つ

14歳以上の少年を対象に、党のために職業的、政治的、戦闘的なエリート

を同時に育成するエリート学校として設立されました。 
  

党とその支部の下級・中級指導層の訓練のための城を注文する

（「Führerprinzip」の項も参照）。 
  

は、生命・国家指導者アカデミーという形で、党の上部指導者団を養成す

るための高等学校である。 
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このような教育機関では、「ヴォルキッシュ・エリート教育」を実施し、

国の将来を担う人材を育成しています。 
  

27 - 最終解答 
  

   ユダヤ人問題の最終的解決の必要性は、アーリア人種の精神生活に対す

るユダヤ人の強く致命的な影響力（アーリア人を参照）、政治、経済、大

蔵、マスメディア、文化におけるユダヤ人の圧倒的な世界的権力、および

ユダヤ人の努力の究極の目標である世界支配から生じるものであり、それ

はすべての人民の自由を脅かしているのである。シオニズムは、ユダヤ人

の民族運動として、この目標を達成するために、すべての民族の力とすべ

てのユダヤ人の力を統一しようと努力する。その際、一方では海賊国家イ

スラエルの国家主権に、他方では世界中に散在するユダヤ人共同体、世界

シオニスト組織、有力な個人に依拠する。  

   この問題の最終的な解決には、自由を求めるすべての人民の世界的な防

衛闘争が必要であり、国連に代表される圧倒的多数の国々は、シオニズム

を厳粛に非合法化したときに、これを約束したのである。 

   ドイツでは、国家社会主義ドイツ労働者党の党綱領には、ユダヤ人と

アーリア人の人種的分離の要求と、国家的指導によるシオニズムとその助

力者の無力化というユダヤ人問題の最終解決のための前提条件が盛り込ま

れている。この無力化は、国家的な国民経済（autarkyも参照）、国家的な

人民防衛、司法権、文化、マスメディアの支配権の奪回によって確保され

る。党綱領は、「われわれの内外のユダヤ人唯物論的精神」（第24点-反

ユダヤ主義も参照）に対する闘争という定式で、これらすべてを要約して

いる。 

   実際の最終的な解決は、世界中で行われるしかないのです。新戦線は、

この目的のために「コロンブス計画」を提唱しています。  

   コロンブス計画は、ユダヤ人の米国への閉鎖的定住を想定しているが、

すでにほとんどのユダヤ人はそこに住んでいる。そこでは、他の民族の自

由を脅かすことなく、ユダヤ人が自らの種族と伝統に従って生活すること

ができる。同時に、海賊国家イスラエルは清算され、シオニズムの世界的

な権力主張は打ち砕かれるだろう。 

   したがって、ホロコーストの通常の残虐宣伝とは異なり、国家社会主義

のユダヤ人問題の最終解決は、ユダヤ人の絶滅や個々のユダヤ人の迫害を
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想定しておらず、単に民族の自由と種に応じた発展を認めているだけであ

り、その中にはユダヤ人が-他の人々と同様に普通の人々として-もはや世

界の悪夢や破滅となることはないだろうというのである。 
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卍の下で楽しむ 
  

国家社会主義者の活動には、明るい場面もあるのですゲルハルト・ラウク

の小冊子「Fun Under the Swastika」からの抜粋を紹介します。 
  
  

17. 
  

   という記者の質問に、「私はセックスシンボルで官僚です」と答え
た。" 
  

  
18. 

  

   私たちは、卍の旗を誇らしげに掲げて、パーティー用のバンでダウンタ

ウンを走っていた。銀行を通り過ぎたとき、一人の男が微笑みながらホワ

イトパワーの敬礼をした。彼は、隣にいた間抜けが私たちに指をくわえて

いるのに気づくと、振り返って彼を殴りつけた。 

   これぞ、パブリックサポート...イン・アクション! 
  
  

 19. 
  

   初めての党員集会は忘れられない。黒人の海を抜けて、白人の家が並ぶ

小島に車を走らせた。私はストームトルーパーと一緒に列に並び、党の演

説者が私たちの話を聞くために公園に来たおよそ300人の白人たちにホワ

イト・パワーについて語った。 

   その後、彼らは突進してきた。"あ、あ、あ、捕まりに来たんだ！"と一

瞬思った。しかし、そうではなく、彼らは私たちが配布用に持ってきたホ

ワイト・パワーの文献を熱心に手に取るために前に出てきたのだ。 

   驚いたというか、喜んだというか。でも、第一印象が間違っていてよ

かったと思いましたよ。 
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